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小社発行の「看護学事典」の執筆者の皆様に、事典で解説していただいた
用語にまつわるエッセイをご執筆いただきます。

土藏 愛子 Tokura Aiko
東京女子医科大学看護学部
認定看護師教育センター

　「周手術期」は“手”を省いて「周術期」とも言われ
ます。手術は大きな侵襲を伴う治療となります。患
者は手術による疾病の回復を期待する一方で、手術
や麻酔への不安、手術後の機能障害や形態の変化へ
の心配を持っていますので、治療に対する意思決定
においては、十分な説明と同意が必要となります。
この項目を担当し内容を書き進める中で、ある喉頭
腫瘍の患者のことを思い出しました。
　その方は喉頭腫瘍で喉頭全摘手術予定の50歳代
の男性患者でした。手術当日の朝、訪室し、環境整
備をしながら「今日は手術ですね」と話しかけ、手
術後のことを励ましていたところ、手術は簡単なも
のと捉え、手術後の声を失うことについては理解し
ていないようでした。そこで、手術後のことをどの
ように聞いているかを確認したところ、やはり声帯
がなくなることで声が出なくなるとは思っていな
かったようでした。表情が硬くなり、そんなことは
聞いていない、そんなことなら手術は受けないとい
うことになりました。
　急いで婦長（当時の名称）に伝え、
婦長はすぐに医師に連絡しました。医

師も驚いて手術は延期の旨を手術室にも連絡しまし
た。それからしばらく病室で医師と患者が話をして
いました。結局、手術は当日の午後に行われました。
　手術後、患者は筆談で「声を失ったことはショッ
クでしたが手術を中止して説明してくれた先生の誠
意を感じた」と伝えてくれました。声の回復のため
の食道発声法や頸部に当てて使う機器（電気喉頭）
のことも詳しく説明を受け、納得して手術に臨めた
ことで、術後も前向きに回復への努力をすることが
できたと話して（書いて）くれました。手術当日で
あっても、説明が不十分な場合は、再度きちんと説
明し、納得して手術を受けていただくことの大切さ
を感じた事例でした。
　近年は入院期間短縮のため、手術前日に入院する
ことが多くなりました。患者さんの心身の準備のた
めに、術前外来や術前検査センターなどが設置され
るようになりましたが、術後の早期回復のための呼
吸訓練や離床訓練など、術前看護が十分に機能して
いるかどうか懸念されます。

　質の高い看護の提供ができるように
と願っています。
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説明と同意の大切さ
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き 手術の決定時点から、術前、術中、リハビリテー

ション期を含む術後までの一連のプロセスをい
う。（看護学事典第2版より）


